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本

部

本
部
「
諭
達
」
巡
教

本
部
巡
教
に
つ
い
て
左
記
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

巡
教
日

立
教
一
八
六
年
１
月
22
日

巡
教
員

今
村
英
一
先
生

受
講
対
象
者

教
会
長
、
直
属
教
会
役
員
、
そ
の
他(

教
会
長
配
偶
者
、

教
会
長
後
継
者
、
前
会
長
、
布
教
所
長)

「
立
教
一
八
六
年
版
天
理
教
教
会
所
在
地
録
」
頒
布
申
込
み

P
D
F

フ
ァ
イ
ル
版
と
し
てC

D

で
の
頒
布
と
な
り
ま
す
。

頒

価

一
枚
三
千
円

申
込
み
締
切

立
教
一
八
五
年
11
月
30
日(

水)

来
年
の
お
節
会
開
催

１
月
５
日
～
７
日
に
開
催
し
ま
す
。
12
月
25
日
、
詰
所
に
て
御
鏡
餅
つ
き

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ひ
の
き
し
ん
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル

パ
ニ
ッ
ク
障
害
・
不
安
障
害
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
そ
の
中
か
ら
寄

り
添
い
方
を
学
び
ま
す
。

期

日

11
月
27
日(

日)

会

場

南
右
第
２
棟
３
階

締
切
日

11
月
15
日

本
部
食
堂
ひ
の
き
し
ん(

12
月
１
日
～
15
日)

野
辺
地
部
内

天
理
教
校
と
天
理
高
校
二
部
の
入
学
案
内

建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
将
来
、
教
会
に
役
立
つ
人
材
の
育
成
を
目
指
し

ま
す
。
是
非
入
学
を
お
勧
め
下
さ
い
。

「
特
別
号
人
間
い
き
い
き
通
信
」
に
つ
い
て

来
年
１
月
号
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
す
。

新
た
な
特
別
号
は
主
た
る
対
象
を
に
を
い
が
け
用
、
教
外
の
方
に
天
理
教

の
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
た
だ
く
も
の
と
一
新
さ
れ
ま
す
。
年
祭
活
動
の
主
で

あ
る
に
を
い
が
け
、
お
た
す
け
に
是
非
ご
活
用
下
さ
い
。

城
山
大
教
会
活
動
方
針

日
々
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、

ご
恩
報
じ
に
つ
と
め
よ
う

一
、
お
つ
と
め
に
心
を
込
め
よ
う

一
、
家
族
で
日
参
を
実
行
し
よ
う

一
、
自
分
に
で
き
る
お
た
す
け
を
し
よ
う

一
、
お
ぢ
ば
が
え
り
を
し
よ
う
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大

教

会

諸
井
世
話
人
先
生
ご
巡
教

10
月
22
日
の
秋
季
大
祭
に
諸
井
世
話
人
の
巡
教
予
定
で
し
た
が
、
先
生
の

ご
都
合
で
巡
教
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
月
次
祭
神
殿
講
話

本
部
学
生
担
当
委
員
会
副
委
員
長

中
山
祥
吉
先
生

廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
（
第
一
三
八
回
）

実
施
日

９
月
25
日

参
加
者

男
子

６
名

女
子

０
名

計

６
名

毎
月
25
日
に
廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
を
行
い
ま
す
。

総

務

部

来
年
の
各
部
、
各
会
の
活
動
計
画

計
画
を
11
月
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
担
当

石
原

祭

事

部

月
次
祭
の
お
つ
と
め
奉
仕

お
つ
と
め
奉
仕
役
割
は
、
一
ヶ
月
前
に
月
報
を
も
っ
て
発
表
し
て
お
り
ま

す
が
、
連
絡
な
く
欠
席
を
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
止
む
な
く
奉
仕
出
来

な
い
場
合
は
、
前
日
ま
で
に
大
教
会
へ
届
け
出
て
下
さ
い
。
又
、
地
方
に
当

た
っ
て
い
る
人
は
、
三
代
真
柱
様
の
Ｃ
Ｄ
に
合
わ
せ
る
よ
う
十
分
練
習
を
し

て
下
さ
い
。

教

務

部

教
人
資
格
検
定
講
習
会
修
了
（
全
期
）

須
藤

美
智
子
（
北
城
眞
）
63
歳

布

教

部

立
教
一
八
六
年
度
「
布
教
の
家
」
入
寮
者
募
集

対

象

天
理
教
教
人
（
所
属
教
会
長
並
び
に
直
属
教
会
長
の
推
薦
が
必
要
）

日

程

令
和
５
年
３
月
29
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
27
日

願
書
受
付

令
和
５
年
１
月
25
日
か
ら
２
月
25
日

教
祖
一
四
〇
年
祭
活
動
が
始
ま
る
こ
の
旬
。
各
教
会
で
こ
の
人
は
と
い
う

方
、
ま
た
、
こ
の
機
会
に
布
教
専
従
に
志
し
た
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
是
非
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

献
米
ト
ラ
ッ
ク

各
教
会
で
お
供
え
し
て
い
た
だ
く
献
米
を
、
大
教
会
で
準
備
い
た
し
ま
す

ト
ラ
ッ
ク
に
て
運
び
ま
す
の
で
、
各
直
轄
教
会
で
取
り
ま
と
め
、
担
当
者
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
11
月
20
日
夕
方
浪
岡
分
教
会
出
発
予
定
。
（
担
当
・

輪
西

佐
々
木
）

村
上
修
徳
通
信

令
和
４
年
９
月
所
感

８
月
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
夏
学
期
の
講
義
を
終
え
、
論
文
試
験
に
向
け

た
準
備
を
中
心
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
８
月
は
晴
れ
の
日
が
続
き
ま

し
た
が
、
気
温
は
そ
こ
ま
で
高
く
も
な
く
、
清
々
し
い
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
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い
た
だ
き
ま
し
た
。
８
月
を
終
え
る
と
、
本
格
的
に
論
文
の
作
成
に
取
り
掛

か
り
、
９
月
に
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現

在
は
、
次
の
提
出
期
限
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
身
上

元
気
に
通
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

10
月
の
帰
国
に
向
け
て
懸
念
し
て
お
り
ま
し
た
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
も
特
に

悪
化
す
る
こ
と
な
く
、
予
定
通
り
帰
国
に
向
け
た
準
備
も
進
め
て
い
け
る
見

込
み
で
す
。
こ
の
留
学
で
は
、2

0
2
0

年
、2

0
2
1

年
と
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
の

た
め
、
自
室
で
の
活
動
を
中
心
と
し
た
日
々
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中

で
も
多
く
の
方
々
よ
り
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
支
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
留
学
で
頂
き
ま
し
た
た
く
さ
ん
の
ご
恩
と
、
今
日
ま
で
身
上

ご
守
護
い
た
だ
い
た
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、
帰
国
後
も
お
ぢ
ば
で
の
御
用

を
し
っ
か
り
と
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

詰

所

火
災
通
報
装
置
交
換
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

婦

人

会

Y
o
u
T
u
b
e

配
信

聞
く
ほ
ど
に
優
し
く
な
る
話

毎
月
１
日
15
日
配
信
中
で
す
。

各
委
員
部
で
工
夫
し
て
よ
り
多
く
の
方
の
も
と
に
届
く
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

女
子
青
年
大
会

支
部
の
動
き
に
つ
い
て

11
月
26
日
18
時
30
分
～
約
１
時
間

支
部
の
集
い
①
（
詰
所
）

誕
生
学
講
座
「
よ
う
こ
そ
。
い
の
ち
あ
り
が
と
う
～
誕
生
の
物
語
」

27
日
８
時
30
分
～
９
時

詰
所
集
合

10
時
～

式
典
参
加
、
引
き
続
き
伏
せ
こ
み
ひ
の
き
し
ん

（
東
境
内
地
）

支
部
の
集
い
②
（
詰
所
）
シ
ェ
ア
タ
イ
ム
、
昼
食
配
布

自
由
解
散

一
人
で
も
多
く
の
女
子
青
年
さ
ん
が
、
お
ぢ
ば
が
え
り
で
き
る
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青

年

会

青
年
会
城
山
分
会

新
委
員
長
任
命
に
つ
い
て

10
月
27
日
の
青
年
会
本
部

青
年
会
例
会
に
お
い
て
、
城
山
分
会
の
新
委

員
長
の
任
命
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

新
委
員
長

小
田

真
二
（
八
戸
）

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
新
委
員
長
、
ま
た
城
山
青
年

会
の
上
に
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
お
力
添
え
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

少

年

会

立
教
一
八
六
年
お
年
玉
教
材

品

名

「
ピ
ッ
キ
ー
＆
フ
レ
ン
ズ
」×

「
サ
ク
ラ
ク
ー
ピ
ー
ペ
ン
シ
ル
」

頒

価

四
百
円
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10
月
25
日
よ
り
、
少
年
会
本
部
で
頒
布
し
ま
す
。
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
ご
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
少
年
会
活
動
に
お
役
立
て

下
さ
い
。

学
生
担
当
委
員
会

学
生
層
育
成
者
講
習
会

日

時

11
月
22
日
11
時
45
分
か
ら
（
十
一
月
神
殿
講
話
に
代
え
て
）

講

師

本
部
学
生
担
当
委
員
会
副
委
員
長

中
山
祥
吉
先
生

対

象

教
会
長
夫
妻
、
各
部
各
会
担
当
者
、
そ
の
他
学
生
層
育
成
に
携
わ

る
方

学
生
担
当
者
大
会

日

時

11
月
25
日
（
金
）
13
時
～

会

場

第
２
食
堂

対

象

教
区
、
直
属
担
当
委
員
長
、
委
員
な
ど
各
教
区
、
直
属
３
名
ま
で

ニ

ュ

ー

ス

初

席
10
月
10
日

須
藤

平
樹
（
北
城
眞
）
33
歳

10
月
12
日

平
生

幸
次
（
き
や
ま
講
）
72
歳

け
い
じ
ば
ん

十
一
月
大
教
会
神
殿
奉
仕

10
月
27
日

～

11
月
１
日

竹
鼻

11
月
１
日

～

６
日

山
都
一

11
月
６
日

～

11
日

輪
西

11
月
11
日

～

16
日

き
や
ま
講

11
月
16
日

～

21
日

小
湊

11
月
21
日

～

24
日

大
教
会
役
員
、
山
久
（
布
）

11
月
25
日

～

26
日

き
や
ま
講

11
月
27
日

～

12
月
１
日

津
軽
新
城

大
教
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

会
計
部

修
養
科
始
業
講
習

相
内

知
昭
、
森
内

聖
也

修
養
科
修
了
講
習

工
藤

寿
美

教
養
掛

蒔
田

登
紫
行
（
10
月
24
日

～

11
月
28
日
）

工
藤

寿
美

（
11
月
24
日

～

12
月
28
日
）

婦
人
会
当
番

十
一
月
教
祖
お
み
や
げ
、
女
鳴
物
、
厨
房
、
洗
濯
当
番
、
詰
所
ひ
の
き
し
ん

北
富
野
、
輪
西
、
淨
法
寺

各
委
員
部

十
一
月
委
員
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

高
橋

登
美
、
野
中

華
子

十
一
月
月
次
祭
祭
典
雅
楽

一
、
調

子

盤
渉
調

一
、
曲

目

青
海
波

輪

台

千
秋
楽

越
殿
楽

蘇
莫
者
破

詰
所
ま
な
び
月
次
祭

日

時

11
月
13
日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら


